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就任あいさつ就任あいさつ
　

去
る
５
月
８
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
議
長
と
し
て
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
の
重
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

さ
て
、
４
年
前
か
ら
の
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
攻
撃
、
今
年
２
月
末
か

ら
の
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

イ
ラ
ン
攻
撃
と
、
世
界
情
勢
は
大
き
く

揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。
食
糧
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
輸
入
に
頼
る
わ
が
国
に
と
っ
て

は
経
済
活
動
と
国
民
の
暮
ら
し
全
般
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
は
数
年
前
か
ら
の
物
価
高

　
令
和
８
年
第
３
回
臨
時
会
が
５
月
８
日
開
催
さ
れ
、
議
会
の
役
員
及
び
各
委

員
会
の
選
任
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
山
口
昌
亮
議
員
が
、
副
議
長
に
は
井
戸
太
郎
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選

挙
で
選
ば
れ
ま
し
た
。　
　
　
（
議
会
構
成
、
投
票
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
）

　

爽
や
か
な
風
が
平
群
を
包
む
季
節
に
な
り
、
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

去
る
５
月
８
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
副
議
長
に
再

び
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
は
、行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
り
ま
す
が
、同
時
に
、

政
策
の
提
案
も
で
き
ま
す
。
平
群
が
新
し
い
時
代
の
変
化
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
政
策
を
提
案
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

人
口
減
少
問
題
、
公
共
交
通
の
問
題
、
施
設
の
老
朽
化
、

公
共
施
設
の
修
繕
費
、
建
設
費
の
大
幅
な
高
騰
、
シ
ス
テ
ム

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
先
進
地
を
詳
し
く
研
究
し
、
平
群
の
地
域

性
に
あ
っ
た
も
の
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
ま
た
、
ハ
イ
テ

ク
技
術
導
入
な
ど
、
そ
れ
以
上
の
も
の
を
生
み
出
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
の
平
群
町
の
状
況
で
は
、
ほ
し
い
花
や
実
を
す

ぐ
に
簡
単
に
買
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
平
群
町
自
ら
が
、

政
策
・
町
民
の
利
益
の
種
を
植
え
、
育
て
、
花
や
実
を
創
り

出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
一
端
を
担
え
る
よ
う
、
議
会

も
よ
り
一
層
成
長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
民
の
み
な
さ
ん
の
多
様
な
意
見
を

　
　
行
政
に
届
け
る
議
会
を
め
ざ
し
ま
す

政策の種を植え、育て、花や実を創り出そう

議　長
山口  昌亮

副議長
井戸  太郎

騰
を
さ
ら
に
激
し
く
し
、
暮
ら
し
を
直

撃
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
こ

そ
、
町
行
政
に
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
生
業
と
暮
ら
し
を
少
し
で
も
支
え
る

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

地
方
自
治
体
に
お
け
る
議
会
議
員
の

役
割
は
〝
町
長
の
行
政
執
行
に
対
す
る

監
視
機
能
〟
と
、〝
住
民
の
み
な
さ
ん

の
多
様
な
意
見
を
行
政
に
届
け
、
住
民

の
福
祉
増
進
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
〟

で
す
。

　

行
政
と
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
か

ら
住
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
応
援

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
議
長
と
し
て
公
正

で
民
主
的
な
議
会
運
営
に
務
め
て
ま
い

り
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
今

後
と
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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地
方
税
法
の
一
部
改
正
（
令
和
８

年
４
月
１
日
施
行
）
に
伴
う
も
の
。

①
軽
自
動
車
税
関
係　
「
軽
自
動
車

税（
環
境
性
能
割
）」の
廃
止
に
よ
り
、

「
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）」
の
名
称

が
「
軽
自
動
車
税
」
と
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
条
文
の
字
句
の
改
定
。

②
個
人
住
民
税
関
係 　
「
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
」
改
正
に
伴
う
、

項
ず
れ
と
課
税
特
例
の
期
間
延
長
を

す
る
も
の
。

③
固
定
資
産
税
関
係　

改
修
特
別
特

定
建
築
物
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例

措
置
の
「
わ
が
ま
ち
特
例
」
の
割
合

を
定
め
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
既
定
の
整
備
。 第 3 回臨時会に上程された

議案を紹介します。

専
決
処
分
・
町
税
条
例
の
一

部
改
正

提
出
区
分

議 案 名 議決結果

関
　
順
子

須
藤 

啓
二

岩
﨑 

真
滋

長
良 

俊
一

山
本 

隆
史

稲
月 
敏
子

植
田
い
ず
み

山
口 

昌
亮

井
戸 

太
郎

森
田
　
勝

馬
本 

隆
夫

山
田 

仁
樹

町

長

提

出

議

案

専決処分の承認を求めることについて 
（平群町税条例の一部を改正する条例について） 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
は
裁
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

専決処分の承認を求めることについて（令和 7 年度
平群町一般会計補正予算（第 8 号）について） 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平群町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に
ついて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

監査委員の選任に同意を求めることについて 原案同意 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

第3回臨時会　こんなことが決まりました

議決結果賛否一覧  ○賛成 　●反対　△退席　（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

令和 8 年第 3 回臨時会が 5 月 8 日に開催されました。議案の審議内容とその結果を紹介します。

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
浄
化
槽
整
備
工
事

費
１
２
０
０
万
円
を
繰
越
明
許
費
に

追
加
す
る
も
の
。

専
決
処
分
・
令
和
７
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
８
号
）

同
　
　
意

監
査
委
員
に

山
本
隆
史
議
員
を
選
任

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
と

し
て
、
山
本
隆
史
議
員
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

質
問

 

軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能

割
が
無
く
な
る
こ
と
で
、
税
収
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

答
弁

 

環
境
性
能
割
の
令
和
７
年

度
の
収
入
が
約
３
２
５
万
１
千
円

で
、
そ
の
部
分
が
減
収
に
な
り
ま
す

が
、
減
収
分
は
国
の
地
方
特
例
交
付

金
で
補
填
さ
れ
ま
す
。

質
問

 

地
方
税
法
の
一
部
改
正
は

幅
広
い
も
の
だ
が
、
今
回
は
４
月
１

日
施
行
分
だ
け
で
、
そ
の
他
は
今
後

の
改
正
と
な
る
の
か
。

答
弁

 

今
回
以
外
に
物
価
高
騰
に

対
応
し
た
給
与
所
得
の
控
除
の
引
上

げ
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
見
直

し
等
、
様
々
な
分
野
が
あ
る
が
、
町

条
例
に
紐
づ
い
て
い
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。
施
行
期
日
が
到
来
し
て
い

な
い
部
分
は
改
め
て
議
案
と
し
て
上

程
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

質
問

 

固
定
資
産
税
の
「
わ
が
ま

ち
特
例
」。
本
町
に
事
例
は
あ
る
の

か
。答

弁

 

わ
が
ま
ち
特
例
は
、
地
域

決
定
型
地
方
税
制
特
例
措
置
と
い

う
事
で
、
地
域
の
実
情
に
対
応
し
た

政
策
を
展
開
で
き
る
と
い
う
観
点
よ

り
、
平
成
24
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
た

特
例
措
置
で
、
本
町
で
も
太
陽
光
発

電
や
水
力
発
電
を
該
当
項
目
と
し
て

あ
げ
て
い
ま
す
が
、
事
例
は
あ
り
ま

せ
ん
。

質
問

 

清
掃
セ
ン
タ
ー
浄
化
槽
整

備
工
事
が
年
度
内
に
出
来
な
か
っ
た

理
由
は
。

答
弁

 

年
度
末
ま
で
の
竣
工
で
事

足
り
る
と
の
甘
い
認
識
か
ら
着
手
が

遅
れ
、
ま
た
、
予
想
以
上
に
関
係
機

関
と
の
調
整
に
時
間
を
要
し
た
こ
と

な
ど
、
適
切
な
執
行
管
理
が
出
来
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。次

ペ
ー
ジ
へ
続
く
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議 会 の 構 成

　
　
　
　
令
和
７
年
度
の
決
算
見
込
み

に
つ
い
て
、
財
政
危
機
改
善
計
画
に
示

さ
れ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
単
年

度
収
支
２
０
０
万
円
の
赤
字
。
現
時
点

で
の
見
込
は
。

　
　
　
　
介
護
や
国
保
へ
の
繰
出
金
が

ま
だ
未
定
で
確
定
で
は
な
い
が
、
財
政

危
機
改
善
計
画
で
見
込
ん
だ
数
字
に
近

し
い
決
算
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
国
民
健

康
保
険
税
の
減
免
措
置
に
係
る
軽
減
判

定
所
得
の
算
定
基
準
額
を
変
更
す
る
も

の
。

・
７
割
軽
減…

変
更
な
し
（
43
万
円
以
下
）

・
５
割
軽
減…

30
・
５
万
円×

被
保
数

＋
43
万
円
↓
31
万
円×

被
保
数
＋
43
万

円・
２
割
軽
減…

56
万
円×

被
保
数
＋
43

万
円
↓
57
万
円×

被
保
数
＋
43
万
円

　
　
　
　
今
回
の
改
定
に
よ
る
軽
減
世

帯
数
の
変
化
の
説
明
を
。

　
　
　
　
５
割
軽
減
で
は
、
昨
年
度
よ

り
８
世
帯
増
え
て
３
０
６
世
帯
の
見
込

み
。
２
割
軽
減
で
は
、
７
世
帯
増
え
て

３
３
７
世
帯
の
見
込
み
。
７
割
軽
減
は

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

変
更
は
な
く
６
６
３
世
帯
で
す
。

　
　
　
　
今
の
説
明
で
は
、
軽
減
世
帯

が
総
数
で
１
３
０
０
世
帯
を
超
え
る
。

今
年
度
の
加
入
世
帯
予
測
は
２
０
６
５

世
帯
で
、
そ
の
63
％
が
軽
減
世
帯
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
国
保
加
入

世
帯
の
所
得
が
低
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
用
者
保
険

料
に
比
べ
て
国
保
税
は
高
い
。
県
内
の

実
態
の
調
査
と
と
も
に
、
県
に
対
し
て

「
問
題
あ
り
」
と
会
合
等
で
意
見
を
あ
げ

て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
県
下
の
状
況
は
調
査
、
確
認

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
15
回
へ
ぐ
り
時
代
ま
つ
り
が
去
る

４
月
29
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
代
ま
つ
り
は
、
２
０
１
０
年
、
平

城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
の
記
念
事
業
と

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
参
画
頂
い

た
実
行
委
員
会
の
協
議
の
中
、
よ
り
よ

い
祭
り
と
な
る
様
、
毎
年
新
た
な
試
み

の
基
、
進
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お

か
げ
で
、
毎
回
、
町
内
外
か
ら
も
多
く

の
方
々
が
集
い
、
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
事

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
平
群
町
の
大
き
な
祭

典
、
名
物
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
、
多
く

の
方
々
が
訪
れ
る
催
し
と
し
て
、
よ
り

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
・
元
気
な
ま
ち
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は

５
月
８
日
の
臨
時
議
会
で
編
集
委
員
が

改
編
さ
れ
、
私
、
山
田
が
委
員
長
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
全
編
集
委
員
で
協
議
を

重
ね
、
議
会
の
議
論
や
町
の
取
組
が
よ

く
わ
か
る
、
住
民
の
方
々
に
と
っ
て
興

味
を
引
く
情
報
を
よ
り
提
供
出
来
る
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
ま
す
。

　『
見
や
す
い
・
解
り
や
す
い
・
読
み

や
す
い
』
紙
面
を
目
指
し
て
、
町
の
話

題
は
『
見
た
い
・
知
り
た
い
』
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
内
容
を
心
掛
け
、
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
よ
り
身
近
な
親
し
み
の
持
て
る
『
議

会
だ
よ
り
』
に
な
る
た
め
に
も
皆
様
の

ご
意
見
・
話
題
・
情
報
を
お
寄
せ
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。山

田
　
記

編
集
後
記

山口新議長と新編集委員

議長選挙投票結果

副議長選挙投票結果

投票総数　　 12 票
有効投票　　 12 票
山口昌亮　　　6 票
長良俊一　　　5 票
岩﨑真滋　　　1 票
 当選  山口昌亮

投票総数　　 12 票
有効投票　　 12 票
井戸太郎　　　7 票
岩﨑真滋　　　5 票
 当選  井戸太郎

議 長 山 口 昌 亮 副議長 井 戸 太 郎

名 称 委員長 副委員長 委 員

会
員
委
任
常 総 務 建 設 委 員 会 関　 順 子 植田いずみ 岩﨑 真滋 長良 俊一 山田 仁樹 馬本 隆夫

文 教 厚 生 委 員 会 稲月 敏子 須藤 啓二 山本 隆史 山口 昌亮 井戸 太郎 森 田　 勝

会
員
委
別
特

下水道事業特別委員会 森 田　 勝 長良 俊一 須藤 啓二 井戸 太郎 山田 仁樹 馬本 隆夫

財政検討特別委員会 長良 俊一 山田 仁樹 山本 隆史 植田いずみ 山口 昌亮 馬本 隆夫

議会改革特別委員会 岩﨑 真滋 井戸 太郎 山本 隆史 稲月 敏子 山口 昌亮 森 田　 勝

公共交通対策特別委員会 馬本 隆夫 関　 順 子 長良 俊一 稲月 敏子 植田いずみ 森 田　 勝

新庁舎建設特別委員会 植田いずみ 山本 隆史 関　 順 子 須藤 啓二 岩﨑 真滋 山口 昌亮

議 会 運 営 委 員 会 山田 仁樹 岩﨑 真滋 関　 順 子 須藤 啓二 稲月 敏子 井戸 太郎

議会だより編集委員会 山田 仁樹 岩﨑 真滋 関　 順 子 須藤 啓二 稲月 敏子 井戸 太郎


